
　　　　　　　ホームページアドレス https：// www . town . yakumo . lg . j p

第第 7722 号号
令令和和44年年22月月
編集／議会広報広聴常任委員編集／議会広報広聴常任委員会会

主
な
内
容

ページ 

○一般会計補正予算　………………………………………………　②

○６名の議員が町政を問う（一般質問） ……………………………　④

○議決・賛否一覧他（定例会・臨時会） ……………………………　⑩

○特集！八雲町の脱炭素の取り組み　……………………………　⑫

○常任委員会の活動（所管課報告） …………………………………　⑭

○八雲中学校生徒会の皆さん（耳をすまして） ……………………　⑯

「コロナをやっつけろー！「コロナをやっつけろー！」」

ただいま鬼の修行中ただいま鬼の修行中！！



〔 ２ 〕令和4年2月号

第４回定例会

燃料費高騰による町民税非課税世帯への福祉手当を増額
　（5,000円から10,000円に増額）

全自動耳吊機17台分を整備

水産種苗センターへの海洋深層水送水ポンプの取替修繕

各小学校保健室に換気付きエアコンを設置

各中学校保健室に換気付きエアコンを設置

令和３年度一般会計補正予算

１億9,138万7千円追加
（補正後の総額 １78億9,005万3千円）

　第４回定例会は12月９日から12月14日まで６日間の会期で開かれました。

補正予算、条例の改正、財産の無償貸付など議案９件を審議し、いずれも

原案どおり可決しました。

補正の主な内容

・冬季福祉手当給付事業 380万円

・国民健康保険事業特別会計繰出金 1,048万2千円

・介護保険事業特別会計繰出金 43万7千円

・校用備品購入費 336万2千円

・校用備品購入費 182万6千円

・平田内川小水力発電会社（仮称）出資金

1,100万円

・アイヌ農林漁業対策事業補助金 5,360万6千円

・海洋深層水機械器具等修繕料 273万2千円

・子育て世帯臨時特別給付金

１億200万円

一人当たり５万円の支給分
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令和
第４回定例会

15ページにも

関連記事あります



〔 ３ 〕 令和4年2月号

新型コロナウイルス感染症関連（国からの補助金等）

財産の無償貸し付け

八雲総合病院

感染症医療提供体制整備事業

432万円

新型コロナウイルス感染症拡大防止・

医療提供体制確保支援補助金

新型コロナウイルス感染症拡大防止・

医療提供体制確保支援補助金

460万円

熊石国保病院

感染症病床確保促進事業費補助金

7,974万6千円

417万7千円

107万7千円

発熱者等診療・検査機関等

設備整備事業補助金

64万9千円

新型コロナウイルスワクチン
接種体制支援事業支援金

720万5千円

感染疑い患者受入医療機関

設備整備等事業費補助金

33万8千円

新型コロナウイルスワクチン
接種体制支援事業支援金

・無償貸付けする財産 旧泊川小学校・教職員住宅２戸

・無償貸付けする相手方 リングロー株式会社

・無償貸付する理由 　遊休施設となっている旧泊川小学校の有効

活用を図るとともに、少子高齢化対策や雇用

創出を含め、持続可能な地域づくりの向上が

期待できるため。

・無償貸付する期間 令和４年１月１日から令和８年12月31日

　一旦廃校になった地域の学校を、ITと地域の力で再生。様々な「おかえり＝Rebirthや

Recycle」体験を提供し、地域のシンボルであった学校を拠点に「地域をもう一度元気に

する！」プロジェクト。

　ITに関する寺子屋であり駆け込み寺でありたいと考えている。

リングロー株式会社が提供する「おかえり集学校プロジェクト」とは

八雲総合病院

熊石国保病院

旧泊川小学校

　

平
田
内
川
小
水
力
発
電

会
社
出
資
金
は
、
専
門
的

な
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な

い
中
で
出
資
し
、
事
業
を

展
開
し
て
い
く
と
い
う
町

長
の
言
葉
を
信
じ
、
第
２

第
３
の
電
力
事
業
の
際
に

は
同
じ
こ
と
に
な
ら
な
い

と
の
認
識
か
ら
、
こ
の
補

正
予
算
に
賛
成
す
る
。

　
　
　
　

三
澤
公
雄
議
員

　

平
田
内
川
小
水
力
発
電

会
社
出
資
金
に
つ
い
て
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

推
進
に
は
賛
成
す
る
が
、

民
間
企
業
の
事
業
へ
出
資

し
、
第
３
セ
ク
タ
ー
的
な

会
社
の
設
立
で
は
な
く
、

自
前
の
発
電
会
社
の
設
立

を
考
え
て
い
く
べ
き
。

よ
っ
て
こ
の
補
正
予
算
に

反
対
す
る
。

　
　
　
　

　
　
　

横
田
喜
世
志
議
員

反
対
討
論

賛
成
討
論

社長は八雲町出身！

感染症病床２床確保！



令和3年第4回定例会 一 般 質 問

〔 ４ 〕令和4年2月号

一般質問とは？

　町の仕事の全てを問いただし、自由

な意見を述べ、それについて町の公式

見解を引き出すことのできる機会。

　華やかであるが「力量」が問われる。

※質問した議員本人が原稿を書いています。

齢
化
に
よ
る
人
口
構
造
の
変
化
、
産
業

の
変
化
に
対
応
し
、
町
民
が
活
発
で
笑

顔
あ
ふ
れ
る
町
に
な
る
よ
う
施
策
を
進

め
て
い
る
。

　
熊
石
地
域
は
若
者
の
定
住
化
促
進
の

た
め
、
基
幹
産
業
の
振
興
が
重
要
で
あ

る
。
サ
ー
モ
ン
養
殖
試
験
事
業
を
展
開

し
、
事
業
化
を
推
進
す
る
。
産
業
振
興

に
対
す
る
企
業
誘
致
活
動
を
拡
充
し
、

活
動
の
起
爆
剤
に
結
び
付
け
る
。

 問
 
　
令
和
２
年
度
に
　
床
で
建
替
え

４５

と
す
る
基
本
設
計
を
終
え
、
令
和
３
年

度
予
算
に
実
施
設
計
を
計
上
し
、
議
会

で
議
決
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
業

 問
 
　
人
の
命
と
健
康
、
社
会
の
融
和
、

自
然
と
の
共
生
な
ど
を
大
切
に
す
る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
は
町
の
課
題
で
も
あ
り
、
町
民

一
人
ひ
と
り
の
課
題
で
も
あ
る
。
熊
石

地
域
は
人
口
減
少
に
伴
い
、
地
域
の
活

力
が
低
下
し
て
い
る
。
担
い
手
で
あ
る

若
い
世
代
が
少
な
い
こ
と
が
原
因
で
あ

る
。
未
来
の
地
域
づ
く
り
を
町
民
と
協

働
で
取
り
組
む
考
え
は
。

 町
長
 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
国
連
サ
ミ
ッ

ト
で
採
択
さ
れ
た
、
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
持
続
可
能
な
多
様
性
と
包
摂
性
あ

る
社
会
の
実
現
で
あ
る
。

　
八
雲
町
で
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高

Ｑ
 持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
を
熊
石
再
生
に

Ａ
 
基
幹
産
業
の
振
興
が
重
要

 斎藤 　 實  議員
さいとう まこと

Ａ
　
地
域
住
民
と
対
話
し

　
　
　
　
　
　
意
見
を
尊
重
す
る

Ｑ
　
熊
石
国
保
病
院
の

　
　
　
　
　
　
　
　
建
替
促
進
を

務
の
発
注
を
し
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
議
会
や
熊
石
地
域
住
民
へ
の

説
明
な
し
に
診
療
所
化
検
討
に
つ
い
て

の
新
聞
報
道
が
あ
り
、
地
域
住
民
を
困

惑
さ
せ
、
町
長
へ
の
不
信
感
を
増
高
さ

せ
た
。

　
そ
の
後
、
熊
石
町
内
会
連
絡
協
議
会

が
署
名
活
動
を
行
い
、
１
５
５
６
名
の

賛
同
を
得
て
要
望
書
を
提
出
し
た
が
、

こ
れ
は
熊
石
地
域
住
民
の
総
意
で
あ
る
。

計
画
ど
お
り
　
床
で
の
建
替
え
を
実
施

４５

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 町
長
 

熊
石
国
保
病
院
は
地
域
に
必

要
な
医
療
の
提
供
に
努
め
、
地
域
住
民

の
生
命
と
健
康
を
守
り
、
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
診
療
体
制
の
維
持
と
医

療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
み
、
地

域
医
療
を
担
っ
て
い
る
。

　
病
院
開
設
者
と
し
て
、
稼
働
病
床
数

を
　
床
に
定
め
、
令
和
３
年
３
月
に
基

４５
本
設
計
を
終
え
た
。
今
後
に
つ
い
て
は
、

地
域
住
民
と
直
接
対
話
を
し
、
意
見
を

尊
重
し
な
が
ら
、
地
域
住
民
の
皆
様
の

安
心
に
努
め
る
。



町政を問う

〔 ５ 〕 令和4年2月号

 問
 
　
急
激
に
進
む
人
口
減
少
の
中
、

少
子
化
対
策
の
た
め
の
八
雲
町
の
子
育

て
支
援
が
充
実
し
て
き
た
。
だ
が
実
際
、

給
食
費
や
保
育
料
、
医
療
費
等
が
無
料

に
な
っ
て
出
生
数
の
増
加
に
繋
が
っ
て

い
る
の
か
。

　
無
料
に
な
っ
て
ま
だ
間
も
な
い
の
で
、

結
論
を
出
す
に
は
早
す
ぎ
る
と
思
う
が
、

時
代
と
と
も
に
必
要
な
支
援
の
内
容
も

変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
文
教
厚
生
常
任

委
員
会
で
も
子
育
て
支
援
の
提
言
を
し

て
き
た
の
で
、
今
後
十
分
な
検
討
が
必

要
だ
と
考
え
る
が
、
ば
ら
ま
き
の
よ
う

な
支
援
方
法
で
は
、
少
子
化
対
策
に
繋

が
ら
な
い
。
子
ど
も
た
ち
が
意
欲
的
に

学
べ
る
よ
う
に
、
学
校
や
家
庭
の
他
に
、

第
３
の
居
場
所
を
作
り
、
民
間
と
共
に

教
育
環
境
を
整
え
、
直
接
子
ど
も
達
へ

の
投
資
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
こ
れ
か

ら
は
、
英
会
話
や
簡
単
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
も
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
大
切
で

は
な
い
か
と
思
う
が
、
町
長
の
考
え
を

伺
う
。

 町
長
 

人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
を
緩

め
る
、
そ
し
て
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
環
境
作
り
の
た
め
、
給
食
費
無
料
、

保
育
料
の
軽
減
、
高
校
生
ま
で
の
医
療

費
の
無
料
化
を
行
っ
て
き
た
。

　
今
後
は
縦
割
り
で
は
な
く
、
横
の
連

携
を
取
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト

で
き
る
仕
組
み
を
作
る
。
教
育
で
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
に
よ
り
都
市
部
と
変
わ
ら

な
い
教
育
事
業
を
進
め
て
い
る
の
で
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
読
解
力
の
向
上
を
両
輪
で
進

Ｑ
 
子
ど
も
に
投
資
を
！

Ａ
 
少
し
ず
つ
で
も
取
り
組
ん
で
い
く

め
、
外
国
語
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
つ

い
て
も
、
子
ど
も
達
の
力
に
も
う
一
つ

上
積
み
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

 問
 
　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に
お
い

て
、
熊
石
国
保
病
院
の
基
本
構
想
・
基

本
計
画
が
示
さ
れ
、
議
会
で
実
施
設
計

の
た
め
の
予
算
が
可
決
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
動
き
が
ス
ト
ッ
プ
し
た

ま
ま
で
あ
る
。

　
な
ぜ
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
の
か
説
明

も
な
く
、
委
員
会
の
中
で
「
人
口
減
少

に
備
え
、
用
途
変
更
が
で
き
る
建
て
方

の
工
夫
を
」
と
い
う
意
見
が
出
た
こ
と

に
対
し
て
も
返
答
の
な
い
こ
と
に
疑
問

を
持
っ
て
い
る
。
委
員
会
に
示
さ
れ
た

基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
内
容
が
そ
の

ま
ま
実
施
設
計
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

の
か
、
そ
れ
と
も
今
後
変
わ
る
可
能
性

が
あ
る
の
か
、
町
長
に
伺
う
。

 町
長
 

実
施
設
計
に
は
、
基
本
構

想
・
基
本
計
画
及
び
基
本
設
計
の
内
容

を
基
礎
と
す
る
が
、
将
来
に
渡
り
地
域

医
療
を
確
保
し
て
い
く
た
め
の
適
切
な

病
床
数
に
つ
い
て
は
慎
重
に
判
断
し
た

い
。

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
か
ら
将
来
の

用
途
変
更
の
話
が
出
た
と
き
に
、
も
う

少
し
議
論
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
反

省
し
て
い
る
。

　
建
物
を
建
て
る
こ
と
が
目
的
で
は
な

く
、
熊
石
の
医
療
を
続
け
て
い
く
こ
と

が
最
大
の
目
標
な
の
で
、
地
域
の
皆
さ

ま
は
も
ち
ろ
ん
、
病
院
長
や
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ま
と
じ
っ
く
り
と
話
し
合
っ
て

進
め
て
い
き
た
い
。

 赤  井 　 睦  美  議員
あか い むつ み

Ａ
　
熊
石
の
医
療
の
持
続
化
が
目
的

Ｑ
　
よ
り
良
い

　
　
 
熊
石
国
保
病
院
を
め
ざ
し
て

熊石国保病院



令和3年第4回定例会 一 般 質 問

〔 ６ 〕令和4年2月号

議会これからの予定
《２月》　　　２２日　全員協議会

《３月》　　　３日　議会運営委員会

　　　　９日～１６日　第１回定例会

　　　　　　　　　　予算特別委員会　

　　　　　　　　　　全員協議会

　　　　　　　　　　総務経済常任委員会

　　　　　　　　　　文教厚生常任委員会
　　　　　　　　　　広報広聴常任委員会
　　　　　　　　　　議会運営委員会

議会を傍聴してみませんか

次の議会は、

令和４年第１回定例会

３月９日（水）午前10時から

開会の予定です。

お気軽に足を運んでみてください。

YouTubeで映像配信もします

で
済
ま
そ
う
と
す
る
の
も
ど
う
な
の
か
。

町
民
を
守
る
の
は
行
政
の
責
任
。
年
度

内
の
実
施
設
計
を
再
度
要
求
す
る
。

 町
長
 

慎
重
に
判
断
を
し
、
ス
タ
ー

ト
を
切
り
た
い
。

 問
 
　
小
水
力
発
電
特
別
目
的
会
社
に

出
資
す
る
こ
と
で
、
そ
の
事
業
に
町
の

意
向
を
反
映
で
き
る
と
し
て
い
る
が
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
町
民
に
還
元

す
る
た
め
に
、
町
独
自
で
事
業
展
開
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

 町
長
 

地
域
の
課
題
解
決
や
地
域
貢

献
に
繋
げ
る
た
め
、
出
資
を
す
る
こ
と

で
意
見
反
映
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
小
水
力
発
電
は
専
門
的
な
知
識
や
技

術
が
必
要
で
あ
り
、
事
業
者
と
協
力
関

係
を
築
き
、
事
業
を
展
開
し
て
い
く
手

法
を
選
択
し
て
い
る
。

Ｑ
 国
保
病
院
改
築
の
速
や
か
な
執
行
を

Ａ
 
課
題
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る

 問
 
　
熊
石
国
保
病
院
の
改
築
に
つ
い

て
、
令
和
３
年
度
に
実
施
設
計
と
な
っ

て
い
た
は
ず
だ
が
、
未
だ
に
行
わ
れ
て

い
な
い
。
速
や
か
に
執
行
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

 町
長
 

国
保
病
院
の
建
替
え
は
病
床

数
を
　
床
と
す
る
計
画
で
進
め
て
い
る

４５

が
、
将
来
に
渡
り
持
続
可
能
な
病
院
運

営
を
安
定
的
に
確
保
し
て
い
く
た
め
に
、

改
め
て
課
題
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

 問
 
　
課
題
と
い
う
の
は
、
具
体
的
に

ど
う
い
う
も
の
な
の
か
。

 町
長
 

詳
し
く
述
べ
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
途
中
で
一
度
立
ち
止
ま
り
、

地
域
住
民
、
病
院
長
、
病
院
の
ス
タ
ッ

フ
、
関
係
機
関
等
と
話
を
し
な
が
ら
、

慎
重
に
判
断
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

 問
 
　
熊
石
地
域
の
住
民
も
含
め
、
皆

で
考
え
た
　
床
を
基
本
と
す
る
計
画
を
、

４５

な
ぜ
延
ば
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

地
域
の
安
全
・
安
心
な
医
療
を
、
効
率

 横  田  喜  世  志  議員
よこ た き よ し

熊石国保病院

Ａ
　
町
独
自
で
の
事
業
は
難
し
い

Ｑ
　
小
水
力
発
電
は
町
独
自
で



町政を問う
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 問
 
　
高
齢
者
が
自
宅
等
の
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
療
養
し
、
安
心
し

て
生
活
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
地

域
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
連
携
は
不

可
欠
で
あ
る
。

①
全
国
的
に
介
護
人
材
・
医
療
人
材
の

不
足
は
深
刻
な
問
題
で
あ
る
が
、
熊
石

地
域
の
現
状
と
課
題
は
？

②
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る

充
実
の
た
め
、
熊
石
国
保
病
院
の
改
築

に
あ
わ
せ
て
医
療
と
介
護
の
連
携
拠
点

の
設
置
が
で
き
な
い
か
。

 町
長
 

①
令
和
３
年
　
月
末
現
在
の

１１

熊
石
地
域
の
人
口
は
１
９
７
８
人
で
高

齢
化
率
は
　
・
９
％
と
な
っ
て
い
る
。

５７

介
護
や
医
療
に
携
わ
る
人
材
確
保
は
非

常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
大
変
深
刻

な
問
題
と
認
識
し
て
い
る
。
人
材
を
確

保
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方
法
を
研
究

す
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な
募
集
活
動

を
継
続
し
て
い
く
。

②
高
齢
化
率
が
高
く
、
担
い
手
が
少
な

い
熊
石
地
域
で
は
、
医
療
や
介
護
の
専

門
職
が
行
う
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
連
携
に

加
え
、
元
気
な
高
齢
者
が
担
い
手
と
な

る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
立
ち
上
げ
や

地
域
サ
ロ
ン
開
設
な
ど
の
地
域
福
祉
の

充
実
を
後
押
し
す
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る

充
実
を
図
る
に
は
、
医
療
と
介
護
、
地

域
福
祉
と
の
連
携
は
理
想
で
あ
り
、
重

要
で
あ
る
と
考
え
、
全
庁
的
な
組
織
機

構
の
見
直
し
の
中
で
ど
の
よ
う
な
連
携

Ｑ
 こ
れ
か
ら
の
熊
石
地
域
の
医
療
・
介
護
政
策
は
？

Ａ
 
地
域
医
療
・
福
祉
の
充
実
に
努
め
る

が
図
れ
る
か
検
討
し
て
い
く
。

 問
 
　
コ
ロ
ナ
禍
は
、
医
療
・
介
護
の

人
材
不
足
を
さ
ら
に
深
刻
に
し
、
同
時

に
医
療
連
携
の
大
切
さ
を
浮
き
彫
り
に

し
た
と
い
え
る
。
八
雲
町
に
あ
る
二
つ

の
病
院
、
八
雲
総
合
病
院
と
熊
石
国
保

病
院
で
は
医
療
連
携
が
進
ん
で
い
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。
人
材
確
保
、
医
療

ス
タ
ッ
フ
の
負
担
軽
減
と
い
う
意
味
に

お
い
て
も
両
病
院
の
医
療
連
携
は
重
要

と
考
え
る
。

 町
長
 

全
く
そ
の
と
お
り
だ
と
認
識

し
て
い
る
。
医
療
圏
の
各
地
域
と
連
携

し
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
北
渡
島
檜
山

医
療
圏
の
医
療
を
守
っ
て
い
き
た
い
。

 問
 
　
町
長
の
熊
石
国
保
病
院
の
診
療

所
化
の
発
言
か
ら
、
病
床
数
の
議
論
が

中
心
と
な
っ
て
し
ま
い
、
本
来
議
論
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
置
き
去
り

に
さ
れ
て
い
る
。

　
熊
石
国
保
病
院
の
改
築
は
熊
石
地
域

の
医
療
政
策
で
は
な
く
、
八
雲
町
全
体

の
医
療
政
策
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
で

あ
り
、
八
雲
総
合
病
院
が
今
以
上
に
熊

石
国
保
病
院
を
引
っ
張
っ
て
い
く
姿
勢

が
必
要
と
考
え
る
。

 副
町
長
　
八
雲
総
合
病
院
と
し
て
も

現
状
は
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
熊

石
国
保
病
院
の
運
営
に
対
応
で
き
て
い

な
い
面
も
相
当
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

熊
石
国
保
病
院
長
を
は
じ
め
、
医
療
ス

タ
ッ
フ
に
負
担
を
か
け
て
い
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。
今
後
は
町
長
、
八
雲

総
合
病
院
長
を
含
め
、
ど
の
よ
う
な
支

援
が
で
き
る
か
積
極
的
に
協
議
を
進
め

て
い
き
た
い
。

 関口 　 正博  議員
せきぐち まさひろ

熊石国保病院



令和3年第4回定例会 一 般 質 問
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危
機
意
識
が
低
い
と
感
じ
ら
れ
る
。

「
基
準
は
守
っ
て
い
る
は
ず
」
と
い
う

性
善
説
的
な
信
頼
関
係
は
、
危
う
い
時

期
に
き
て
い
る
と
思
う
。
町
長
の
考
え

を
伺
う
。

 町
長
 

鉄
道
・
運
輸
機
構
に
対
し
、

さ
ら
に
要
請
し
、
監
視
し
て
い
き
た
い
。

 問
 
　
井
戸
水
に
問
題
が
出
て
き
て
い

る
こ
と
も
重
く
受
け
止
め
る
べ
き
。
新

駅
の
で
き
る
地
区
は
、
上
水
道
を
引
く

こ
と
が
解
決
に
な
る
の
で
は
。

 町
長
 

新
駅
建
設
を
待
た
ず
に
、
水

道
を
通
す
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

 問
 
　
④
二
海
サ
ー
モ
ン
養
殖
事
業
の

採
算
性
に
つ
い
て
、
卵
を
購
入
し
育
て

る
こ
と
で
コ
ス
ト
が
下
が
る
の
か
。

サ
ー
モ
ン
は
価
格
が
安
い
の
で
人
気
が

あ
る
。
輸
入
物
に
勝
て
る
の
か
。
他
の

魚
種
も
研
究
し
な
い
の
か
。

 町
長
 

卵
は
北
米
か
ら
の
輸
入
だ
が
、

幼
魚
の
輸
送
よ
り
も
低
コ
ス
ト
で
あ
る
。

量
産
体
制
を
整
え
れ
ば
、
北
海
道
産

サ
ー
モ
ン
は
輸
入
物
と
勝
負
で
き
る
。

サ
ー
モ
ン
の
他
、
イ
ト
ウ
の
研
究
も
し

て
い
る
。

Ｑ
 町
長
の「
所
信
表
明
」に
つ
い
て
伺
う

Ａ
 ①
国
保
病
院
は
　
床
が
基
本
　
②
地
域
新
電
力
は
検
討
す
る

４５

③
新
幹
線
工
事
は
監
視
し
て
い
く
　
④
サ
ー
モ
ン
は
採
算
と
れ
る
！

 問
 
　
期
日
前
投
票
の
「
移
動
投
票
所
」

を
導
入
す
る
こ
と
で
投
票
率
向
上
に
繋

が
る
の
で
は
。

 選
管
委
員
長
 

  今
後
、
体
制
や
運

用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

 問
 
　
立
会
人
の
待
遇
改
善
を
図
る
こ

と
で
、
担
い
手
不
足
が
解
消
で
き
る
の

で
は
。

 選
管
委
員
長
 

  交
代
制
な
ど
、
拘

束
時
間
の
軽
減
に
つ
い
て
も
検
討
し
た

い
。

 問
 
　
第
５
回
臨
時
会
（
初
議
会
）
に

お
け
る
町
長
の
「
所
信
表
明
」
に
つ
い

て
伺
う
。

①
熊
石
国
保
病
院
に
つ
い
て
、
町
長
は

「
医
療
連
携
と
役
割
分
担
を
し
っ
か
り

と
や
っ
て
い
く
」「
医
師
だ
け
で
は
な
く
、

薬
剤
師
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
技
師
の
派
遣
も

や
っ
て
い
く
」
と
答
弁
し
て
き
た
。
あ

る
程
度
の
病
床
数
を
確
保
し
た
う
え
で

の
連
携
・
役
割
分
担
と
考
え
る
と
、
診

療
所
化
は
な
い
も
の
と
判
断
し
て
い
い

の
か
。

 町
長
 

　
床
が
基
本
で
あ
る
が
、
一

４５

番
肝
心
な
「
医
療
を
維
持
し
て
い
く
」

こ
と
に
し
っ
か
り
と
対
応
し
た
い
。

 問
 
　
②
小
水
力
発
電
事
業
に
つ
い
て
、

発
電
と
地
域
新
電
力
、
さ
ら
に
蓄
電
池

と
し
て
の
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
の
組

み
合
わ
せ
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
が
可
能
と
な
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
時
代

に
、
熊
石
地
域
に
夢
を
も
た
ら
す
も
の

と
考
え
る
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

 町
長
 

地
域
新
電
力
に
つ
い
て
、
運

営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
、
人
材
の
確
保
が
課

題
で
あ
る
が
、
可
能
性
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

熊
石
地
域
に
は
、
小
水
力
発
電
に
適
し

た
町
管
理
河
川
が
他
に
２
本
あ
る
。
今

後
、
調
査
を
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

 問
 
　
③
北
海
道
新
幹
線
建
設
工
事
に

つ
い
て
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
掘
削
土
の
扱

い
や
井
戸
水
の
変
化
に
対
し
て
、
町
の

 三  澤 　 公  雄  議員
み さわ きみ お

Ａ
　
検
討
し
て
い
き
た
い

Ｑ
　
移
動
投
票
所
の
導
入
と

　
　
　
　
立
会
人
の
待
遇
改
善
を

Ａ
　
携
帯
電
波
を
活
用
し
屋
外
ス
ピ

　
　
　
ー
カ
ー
、
戸
別
受
信
機
等
に
も

　
　
　
配
信
が
可
能
な
も
の
を
検
討
中

Ｑ
　「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
の
活
用

ス
マ
ホ
の
な
い
人
と
の
格
差
は
？
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 問
 
　
道
道
八
雲
・
厚
沢
部
線
は
通
学

路
と
な
っ
て
い
る
。
新
幹
線
工
事
の
ダ

ン
プ
カ
ー
か
ら
の
粉
じ
ん
は
子
ど
も
達

の
健
康
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
は
な

い
か
。
鉄
道
・
運
輸
機
構
へ
の
要
請
や

対
策
が
必
要
と
考
え
る
。

ま
た
、
冬
道
の
歩
道
は
、
通
学
に
支
障

が
出
な
い
時
間
に
必
ず
除
雪
す
る
よ
う

に
道
路
事
務
所
に
要
請
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

 町
長
 

道
道
八
雲
・
厚
沢
部
線
を
通

行
す
る
新
幹
線
の
渡
島
ト
ン
ネ
ル
工
区
、

二
股
ト
ン
ネ
ル
工
区
に
か
か
る
工
事
車

両
に
対
し
て
は
、
環
境
に
十
分
配
慮
す

る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。
粉
じ
ん
に
つ

い
て
は
、
飛
散
防
止
対
策
の
徹
底
を
再

度
要
請
し
て
い
く
。

歩
道
の
除
雪
に
つ
い
て
は
、
函
館
建
設

管
理
部
八
雲
出
張
所
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
除
雪
の
時
間
帯
が
遅
く
な
る
と
の

こ
と
。
通
学
時
間
帯
に
合
わ
せ
た
除
雪

体
制
に
つ
い
て
要
請
し
て
い
く
。

 教
育
長
　
教
育
委
員
会
と
し
て
も
通

学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
、
関
係
部

署
と
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

Ｑ
 
通
学
路
の
安
全
を
図
れ

Ａ
 
対
策
の
徹
底
を
要
請
す
る

の
件
に
つ
い
て
は
一
昨
年
の
　
月
、
鉄

１０

道
・
運
輸
機
構
か
ら
町
に
報
告
が
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
一
年
近
く
議
会
に
報
告

が
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

　
ま
た
、
昨
年
６
月
に
山
崎
川
に
未
処

理
濁
水
が
流
出
し
た
事
案
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
様
な
場
合
の
相
談
先
は
ど
こ
に
な

る
か

 町
長
 

盤
石
ト
ン
ネ
ル
工
区
か
ら
黒

岩
の
受
入
地
に
、
基
準
濃
度
を
超
え
る

対
策
土
が
搬
入
さ
れ
た
事
案
に
つ
い
て

は
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
が
す
ぐ
に
回
収

を
し
、
工
事
ヤ
ー
ド
へ
返
送
、
搬
出
後

の
受
入
地
の
水
質
検
査
も
徹
底
さ
れ
た

こ
と
か
ら
報
告
を
要
し
な
い
と
判
断
し

た
。

　
対
策
土
の
処
理
方
法
に
つ
い
て
は
、

鉄
道
・
運
輸
機
構
に
お
け
る
有
識
者
を

交
え
た
自
然
由
来
重
金
属
等
掘
削
土
対

策
検
討
委
員
会
で
審
議
さ
れ
る
。

　
未
処
理
濁
水
に
つ
い
て
の
相
談
は
役

場
新
幹
線
推
進
室
で
受
け
付
け
る
が
、

町
独
自
で
水
質
検
査
は
し
な
い
。

 問
 
　
渡
島
管
内
で
は
秋
サ
ケ
の
不
漁

が
続
い
て
い
る
。
対
照
的
に
檜
山
管
内

で
は
好
調
だ
。

　
せ
た
な
町
で
は
河
川
の
治
山
ダ
ム
な

ど
の
ス
リ
ッ
ト
化
が
実
現
し
、
産
卵
し

や
す
い
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。
ダ

ム
の
ス
リ
ッ
ト
化
に
努
力
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

 町
長
 

サ
ケ
が
獲
れ
な
い
原
因
が
、

は
っ
き
り
と
掴
め
て
い
な
い
と
認
識
し

て
い
る
。
ダ
ム
の
ス
リ
ッ
ト
化
に
よ
っ

て
サ
ケ
が
獲
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、

因
果
関
係
に
つ
い
て
は
計
り
知
れ
な
い
。

「
こ
う
し
た
ら
サ
ケ
が
獲
れ
る
」
と
い

う
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
も
含
め
て
、
北

海
道
に
要
請
し
て
い
き
た
い
。

 佐  藤 　 智  子  議員
さ とう とも こ

Ａ
　
き
ち
ん
と
説
明
を
す
る
よ
う

　
鉄
道
・
運
輸
機
構
に
強
く
伝
え
る

Ｑ
　
環
境
基
準
を
超
え
た

　
　
　
　
対
策
土
の
情
報
公
開
を

 問
 
　
昨
年
、
新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
工
事

の
盤
石
工
区
か
ら
、
ヒ
素
１
３
０
倍
の

土
が
出
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ

Ａ
　
因
果
関
係
は
わ
か
ら
な
い
が
、

　
　
　
北
海
道
に
要
請
し
て
い
く

Ｑ
　
漁
獲
量
向
上
に
は
ダ
ム
の

　
　
　
ス
リ
ッ
ト
化
が
有
効
で
は

スリット化されたダム



〔 １０ 〕令和4年2月号

定例会・臨時会議件一覧

令和３年第４回定例会（令和３年１２月９日～１４日）

八雲町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の

運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
議案第１号

八雲町国民健康保険条例の一部を改正する条例議案第２号

八雲町消防団条例の一部を改正する条例議案第３号

財産の無償貸付けについて議案第４号

令和３年度八雲町一般会計補正予算（第７号）議案第５号

令和３年度八雲町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）議案第６号

令和３年度八雲町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）議案第７号

令和３年度八雲町病院事業会計補正予算（第４号）議案第８号

財産の取得について議案第９号

地球温暖化、海水温上昇に伴う水産漁業被害の解明と支援策を求める意見書発委第１号

入院治療の対象者の重点化及びそれ以外の患者は自宅療養を基本とする対応を可能とする政府方針の撤回を求める

意見書
発議第１号

石炭火力による発電量をゼロとする目標年限を表明することを求める意見書発議第２号

令和３年９月以降に北海道で発生した赤潮による被害対策等を求める意見書発議第３号

北海道農業の基幹作物てん菜の生産を守ることを求める意見書発議第４号

中国政府による新疆ウイグル、チベット、内モンゴル等自治区への人権侵害等を非難することを求める意見書発議第５号

議会運営委員会の閉会中の継続調査申出について

令和４年第１回臨時会（令和４年１月１２日）

令和３年度八雲町一般会計補正予算（第９号）議案第１号

専決処分の承認を求めることについて承認第１号

事業者と保護者との間で行われる諸記録の作成・保存

や手続き等を書面に代えて、電磁的方法により行うこ

とができる

出産一時金等の支給額を40万４千円から40万８千円に引き上げ

・班長の年額報酬を33,000円から37,000円に引き上げ

・団員の年額報酬を26,000円から36,500円に引き上げ

・出動報酬の新設　災害出動等　日額8,000円

　　　　　　　　　会議以外　　日額4,000円　

　　　　　　　　　会議　　　　日額2,000円

旧泊川小学校と教員住宅２戸を、少子高齢化対策や雇用

創出に活用するため、リングロー（株）に無償貸付け

戸籍総合システム及び電子計算機器一式を購入

八雲町一般会計補正予算（第８号）の専決処分



〔 １１ 〕 令和4年2月号

千
　
葉
　
　
　
隆

黒
　
島
　
竹
　
満

斎
　
藤
　
　
　
實

能
登
谷
　
正
　
人

安
　
藤
　
辰
　
行

牧
　
野
　
　
　
仁

三
　
澤
　
公
　
雄

倉
　
地
　
清
　
子

宮
　
本
　
雅
　
晴

関
　
口
　
正
　
博

大
久
保
　
建
　
一

横
　
田
　
喜
世
志

佐
　
藤
　
智
　
子

赤
　
井
　
睦
　
美

採決結果議　　　　　件　　　　　名

－○○○○○○○○○○××○可　　決令和３年度八雲町一般会計補正予算（第７号）議案第５号

－×××××○××××○○○否　　決

入院治療の対象者の重点化及びそれ以外の患者は

自宅療養を基本とする対応を可能とする政府方針

の撤回を求める意見書

発議第１号

－×××××○××××○○○否　　決
石炭火力による発電量をゼロとする目標年限を表

明することを求める意見書
発議第２号

賛成　〇　　反対　×　

※千葉隆議長は、賛否同数の場合にその可否を決定します。

　　　　　第４回定例会　賛否一覧（反対のあった議案を掲載）

《１２月》

　　　３日　議会運営委員会

９日～１４日　第４回定例会

　　　　　　総務経済常任委員会

　　　　　　文教厚生常任委員会

　　　　　　広報広聴常任委員会

　　　　　　議会運営委員会

《１月》

　　　１１日　広報広聴常任委員会

　　　１２日　第１回臨時会

　　　　　　全員協議会

　　　１３日　総務経済常任委員会

　　　２０日　文教厚生常任委員会

　　　　　　広報広聴常任委員会

議会のうごき

常任委員、新たに３名選任される！

　令和４年１月１２日開催の第１回臨時会において、新たに３名の常任委員が選任されました。

これにより総務経済常任委員会、文教厚生常任委員会ともに８名で構成されることになります。

　○新たに選任された委員

　　　総務経済常任委員会　　関口　正博　　倉地　清子

　　　文教厚生常任委員会　　大久保建一

　

　　上記３名の委員は、総務経済常任委員会と文教厚生常任委員会の

　両方に所属することになります。



〔 １２ 〕令和4年2月号

　八雲町内のバイオガス発電や、大規模太陽光発電、また現在のところ事業化を予定している小水力発

電などの取り組みによる二酸化炭素（CO2）削減量を簡易的に試算してみましたが、年間約６万２千ト

ンを超える削減量が見込めると算出しました。

　気候変動による地球温暖化に対して、八雲町、八雲町議会、そして八雲町民の「バタフライ・エフェ

クト（小さな行動が、やがて大きな結果を生み出す）」を、これからも続けましょう。

�����

�������������������

試算の結果、年間 約６万２千トン は見込める！

二酸化炭素削減量を予想発電量をもとに試算しました

　○八雲町内５基（稼働予定含む）のバイオガス発電による二酸化炭素（CO2）削減量

発電出力788万４千kWh×0.000565＝4,454ｔ

　○八雲町内の大規模太陽光発電（ソーラーパーク）による二酸化炭素（CO2）削減量

発電出力１億68万２千kWh×0.000565＝56,885ｔ

　○平田内川小水力発電事業（予定）による二酸化炭素（CO2）削減量

合計　約62,355ｔの二酸化炭素（CO2）削減！

発電出力179万８千kWh×0.000565＝1,016ｔ

計算方法：年間発電量（予想）×基礎排出係数0.000565（参考：R2北海道電力実績より）

�����������������������������

５基あるバイオガスプラント（150kWh×３基、200kWh×１基、

250kWh×１基）を365日稼働したものとして算出

１人当たり年間CO2排出量は2.3ｔ（出典：JCCCA） 



〔 １３ 〕 令和4年2月号

　再生可能エネルギーについては、今までも議員がそれぞれの一般質問を通じて、町に対し取り組みの

強化を訴えてきましたが、平田内川の小水力発電事業への出資などからも、「八雲町の脱炭素」への取

り組みがはっきりと見えてきたので、今回、特集を組んでみました。

2017 年 「再生可能エネルギー導入ビジョン」 策定

・地域レベルでも対応可能な取り組みがある。

・再生可能エネルギーの導入は町民の暮らし・経済活動を

　持続可能なものとする。

地球環境保全の視点

・再生可能エネルギーの導入は地域振興策としても有効。

・利益（売電）や雇用創出を見込める。

地域振興の視点

・大規模太陽光発電による売電。（山崎・花浦地区）

太陽光発電

・畜産ふん尿を活用したバイオガス発電。

（メガファームにバイオガスプラントを設置）

畜産系バイオマス

・調査により事業化は断念したが、新たな調査を模索する。

地熱利用に向けた取り組み

・温泉熱を活用した野菜の栽培や、あわびの種苗生産。（熊石地域）

温泉熱の活用

2019 年 「八雲町バイオマス産業都市構想」

　　　　　　　　　　　　農林水産省に選定される  

大規模太陽光発電所

���



〔 １４ 〕令和4年2月号

常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員常任委員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

　　　ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活の活動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
令和３年11月から令和４年１月の

各常任委員会の活動です。

　
所
管
各
課
か
ら
報
告
を
受
け
た
中
で

主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
八
雲
総
合
病
院
】

　
呼
吸
器
科
の
医
師
が
令
和
３
年
　
月
１２

　
日
付
で
退
職
さ
れ
、
令
和
４
年
４
月

３１１
日
付
で
総
合
診
療
医
が
採
用
さ
れ
る

予
定
で
す
。
内
科
医
は
今
ま
で
ど
お
り

３
名
と
な
り
ま
す
。

　

る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
５
歳
以
上
の
お

子
さ
ん
も
接
種
対
象
者
と
な
る
予
定
で

す
。
た
だ
し
、
初
め
て
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
で
副
反
応
な
ど
不
安
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
八
雲
総
合
病
院
の
吉
田
医
師
が

動
画
で
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま

す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

②
新
生
児
聴
覚
検
査
助
成
事
業
に
つ
い

て
、
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
、
聴
覚

検
査
１
回
に
つ
き
上
限
５
千
円
が
助
成

さ
れ
ま
す
。

　
生
後
３
日
以
内
に
行
う
こ
と
が
望
ま

し
い
と
さ
れ
、
早
期
発
見
・
早
期
療
育

に
よ
り
、
難
聴
児
の
生
活
の
質
を
大
幅

に
改
善
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

八
雲
総
合
病
院
で
検
査
し
た
場
合
は
全

額
助
成
さ
れ
ま
す
。
（
検
査
１
回
に
つ

き
３
千
３
百
円
）

文
教
厚
生

【
社
会
教
育
課
】

　
令
和
３
年
度
の
成
人
式
が
１
月
３
日

に
、
令
和
２
年
度
の
成
人
式
が
１
月
９

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
は
満
　
歳
以
上

１８

が
成
人
と
な
り
ま
す
の
で
、
来
年
度
の

成
人
式
は
「
二
十
歳
の
集
い
」
と
い
う

名
前
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

【
保
健
福
祉
課
】

①
３
回
目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
、
　

月
か
ら
医
療
従
事
者
を
対
象

１２

に
始
ま
り
、
順
次
、
町
民
の
皆
さ
ま
へ

の
接
種
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
力
が
強
力
で
、

子
ど
も
達
に
も
感
染
す
る
可
能
性
が
あ

【
熊
石
国
保
病
院
】

　
熊
石
国
保
病
院
改
築
事
業
の
基
本
設

計
に
つ
い
て
、
昨
年
１
月
に
中
間
報
告

と
し
て
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、

進
展
が
な
く
、
令
和
４
年
１
月
開
催
の

当
委
員
会
に
お
い
て
初
め
て
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
年
度
の
実
施
設
計
が
見

送
り
と
な
り
、
令
和
４
年
度
当
初
予
算

に
も
盛
り
込
ま
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
時
間
を
か
け
た
分
、
よ
り
充
実
し
た

内
容
に
な
る
こ
と
を
地
域
の
皆
さ
ま
は

楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

やっと迎えられた成人式

上記ＱＲからご視聴を！

「子どもへの新型コロナ

ワクチン接種に関する

動画配信について」

　
昨
年
　

月
に
、
国
保
病
院
の
ス

11

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
し

ま
し
た
。

　
古
い
病
院
な
ら
で
は
の
苦
労
話
が

た
く
さ
ん
出
て
き
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
今
ま
で
の
苦
労
が
報
わ

れ
る
よ
う
な
病
院
を
期
待
し
た
い
で

す
ね
。



〔 １５ 〕 令和4年2月号

　
所
管
各
課
か
ら
報
告
を
受
け
た
中
で

主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
平
田
内
川
小
水
力
発
電
会
社
設
立
に

対
す
る
出
資
に
つ
い
て
（
商
工
観
光
労

政
課
）

事
業
内
容

・
最
大
出
力
３
６
０
ｋ
Ｗ
ｈ
。

・
売
電
単
価
　
円
（
１
ｋ
Ｗ
ｈ
）

２９

・
建
設
予
定
地
は
熊
石
平
田
内
川
。

・
建
設
費
用
は
６
億
５
千
万
円
。

・
資
本
金
は
５
、
５
０
０
万
円
。

・
本
社
所
在
地
は
八
雲
町
。

　

●
町
内
循
環
型
商
品
券
発
行
事
業
に
つ

い
て
（
商
工
観
光
労
政
課
）

対
象
者
　
基
準
日
（
令
和
４
年
３
月
１

日
）
に
八
雲
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

録
さ
れ
て
い
る
住
民
。

取
扱
い
事
業
者
　
公
募
に
よ
る
町
内
業

者
（
大
型
店
含
む
）

配
布
内
容
　
額
面
１
万
円
（
千
円
券
×

　
枚
綴
り
）

１０●
地
域
会
館
（
東
野
母
と
子
の
家
）
整

備
に
つ
い
て
（
政
策
推
進
課
）

　
東
野
１
区
会
館
と
わ
ら
び
野
会
館
を

老
朽
化
の
た
め
解
体
し
、
津
波
浸
水
想

定
区
域
外
に
あ
る
東
野
母
と
子
の
家
を

改
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
会
館
の
統

合
・
集
約
を
図
る
。

総
務
経
済

事
業
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

・
２
０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向
け

た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
が
図

ら
れ
る
。

・
小
水
力
発
電
事
業
が
熊
石
地
域
の
活

性
化
に
繋
が
る
。

・
税
収
が
見
込
ま
れ
る
。

・
雇
用
の
機
会
が
見
込
ま
れ
る
。

●
八
雲
町
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
奨
励
金

制
度
（
案
）
に
つ
い
て
（
商
工
観
光
労

政
課
）

　
進
学
や
就
職
に
よ
り
地
元
を
離
れ
た

Ｕ
タ
ー
ン
者
及
び
新
た
に
町
内
に
転
入

し
た
Ｉ
タ
ー
ン
者
で
、
転
入
し
て
か
ら

１
年
以
内
に
雇
用
さ
れ
た
者
に
対
し
、

奨
励
金
を
交
付
す
る
。

支
援
概
要
　
１
年
目
に
　
万
円
（
奨
励

３０

金
）
、
２
年
目
に
　
万
円
（
商
品
券
）
。

２０

対
象
　
　
歳
未
満
で
八
雲
町
に
住
所
を

５０

有
す
る
者
。
（
一
定
の
制
限
あ
り
）

　
外
国
人
で
あ
っ
て
も
永
住
者
、
日
本

人
の
配
偶
者
等
、
定
住
者
、
特
別
永
住

者
の
い
ず
れ
か
の
在
留
資
格
を
有
す
る

者
。

●
八
雲
消
防
署
落
部
出
張
所
併
設
八
雲

消
防
団
第
６
分
団
格
納
所
の
建
設
候
補

地
に
つ
い
て
（
消
防
本
部
）

　
落
部
駅
前
の
空
き
地
が
建
設
予
定
地

と
し
て
示
さ
れ
た
。
他
の
土
地
も
検
討

さ
れ
た
が
、
建
設
予
定
と
な
る
落
部
駅

前
は
津
波
浸
水
想
定
区
域
内
で
も
あ
り
、

今
後
も
土
地
の
選
定
や
津
波
に
対
応
し

た
建
て
方
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

　●
株
式
会
社
青
年
舎
の
役
員
体
制
の
変

更
に
つ
い
て
（
農
林
課
）

　
令
和
３
年
　
月
１
日
よ
り
新
役
員
体

１２

制
と
な
っ
た
。

　
・
代
表
取
締
役
社
長
　
吉
田
　
邦
夫

　
・
取
締
役
　
　
　
　
　
浦
屋
　
勝
三

　
・
取
締
役
　
　
　
　
　
佐
藤
　
　
睦

　
・
取
締
役
　
　
　
　
　
宮
谷
　
裕
一

　
・
顧
　
問
　
　
　
　
　
岩
村
　
克
詔

　
・
顧
　
問
　
　
　
　
　
舟
田
　
進
一

　
・
顧
　
問
　
　
　
　
　
日
比
野
浩
章

委
員
か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
て

再
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

後
に
再
検
討
さ
れ
、
額
面
１
万
５
千

円
（
千
円
券
×
　
枚
綴
り
）
に
増
額

15

さ
れ
ま
し
た
。

東
野
１
区
会
館
に
併
設
の
消
防
団

格
納
庫
は
移
転
し
な
い
の
？

消
防
は
防
災
の
要
。
津
波
に
対
し
て
の

危
機
意
識
を
持
っ
て
検
討
し
て
ほ
し
い
。

出資割合出資金

５１％２，８０５万円日本発電（株）

２０％１，１００万円八雲町

１０％　５５０万円興和工業

９％　４９５万円
（株）大地と自然
エネルギー総合研究所

５％　２７５万円清水建設（株）

５％　２７５万円三菱商事（株）

資本金５，５００万円の出資割合
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Ｑ　生徒会に立候補したきっかけや公約は？

　いじめのない学校にしたい。生徒の声をかなえ

たかった。多くの生徒とコミュニケーションを取

り、学校の課題を解決したい。プルタブ回収運動

などに賛同したから。先頭に立つことが大事だと

思った。より良い学校生活を送るため。トイレを

改善したい。

Ｑ　公約は実現できていますか？

　結構できている。学校の課題は深堀りできてい

ない。先頭に立つことは達成している。トイレの

改善は大規模改修で改善される。

Ｑ　今後生徒会で取り組みたいことは？

　校則など、なぜこうしなければならないのかを

明確にしたい。

Ｑ　違和感を持っている校則は？

　なぜ髪型が細かく規制されているのか理由がわ

からない。「中学生らしく」が具体的にどうすれば

よいのかわからない。

Ｑ　制服はあったほうがいいですか？

　あったほうが良い。私服は洗濯が大変。私服だ

と貧富の差が出て、いじめに繋がるかも。セー

ラー服は温度調節が難しく、ブレザーのほうが良

い。

Ｑ　教室内は快適ですか？

　コロナ対策で換気もしているので、すごく寒い。

暖房機器の老朽化で教室によって差がある。

Ｑ　八雲町に欲しいものは？

　中学生の遊び場を作ってほしい。運動できる施

設。ショッピングモールのような買い物ができる

場所。洋服店や文房具店。ファーストフード店。

プラモデル店。中学生同士で利用できる飲食店。

専門的な病院。

Ｑ　八雲町で改善してほしいところは？

　八雲中学校近くの五差路交差点や、梅村庭園近

くの踏切付近の歩道が狭くて危ないので改善して

ほしい。

～取材を終えて～

　今回、取材をしたきっかけは、八雲中学校生徒

会が、校舎の大規模改修にあたっての生徒の意向

調査を、ＩＣＴを活用しスピーディに答えをまと

めた行動に強く感銘を受けたからです。これを縁

にして、議会による「まちづくり」にも関わって

ほしいと思います。

　町民の皆さまの声が聞きたくて、議会を飛び出し町内の色々な団体や

サークルなどの皆さまの声を聞いてみました。

　今回は

　八雲中学校生徒会の皆さまです！

　営利を目的とする場合を除き、こ
の議会広報誌をそのまま読むことが
困難な方のために、録音図書・拡大
写本等へ複製することを認めます。
　製作後は八雲町議会事務局（緯
０１３７－６２－２３８８）へご報告ください。

　
「
ま
ち
に
病
院
が
あ
る
の
は

当
た
り
前
の
こ
と
で
は
な
い
」

　
僕
が
議
会
議
員
に
な
る
前
、

故
岡
島
敬
前
議
員
か
ら
聞
か
さ

れ
た
言
葉
だ
。

　
熊
石
国
保
病
院
改
築
事
業
に

お
け
る
町
長
の
「
診
療
所
化
」

発
言
は
、
町
民
を
困
惑
さ
せ
る

と
と
も
に
、
実
施
設
計
を
議
決

し
た
議
会
に
お
い
て
も
議
論
を

巻
き
起
こ
し
て
い
る
。

　
昭
和
　
年
に
診
療
所
と
し
て

２８

開
設
し
た
熊
石
国
保
病
院
は
、

　
年
余
り
に
わ
た
り
熊
石
地
域

７０住
民
の
健
康
と
安
心
を
守
っ
て

き
た
。
今
回
の
件
に
よ
っ
て
町

民
が
反
発
す
る
の
は
当
然
で
あ

る
と
も
い
え
る
。

　
し
か
し
、
人
口
減
少
が
加
速

し
て
い
く
中
、
病
院
が
あ
る
こ

と
が
「
当
た
り
前
」
、
医
師
が
い

る
こ
と
が
「
当
た
り
前
」
な
未

来
で
は
な
い
。

　
だ
か
ら
こ
そ
熊
石
国
保
病
院

を
未
来
に
繋
げ
る
た
め
に
は
、

も
っ
と
多
面
的
な
デ
ー
タ
に
よ

る
冷
静
な
議
論
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
担
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

強
く
感
じ
て
い
る
。

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
　

　
　
副
委
員
長
　
関
口
　
正
博

編
  集
  後
  記


